
（別表）新旧対照表 

新 旧 

４ 地域再生計画の目標 

岡崎市及び幸田町で構成する本計画区域は、愛知県のほぼ中央に位置し、

水と緑豊かな自然環境や生活環境に恵まれた地域であり、・・・（略）・・・

岡崎市中心部や都市間の交通機能強化による生活利便性の向上と産業基盤

の強化を図る。 

また、都市活力と魅力ある地域づくりを確実に進めるためには、市街地中

心部の活性化は勿論のこと、郊外の良質な新市街地整備による定住人口の確

保が必要不可欠である。現在、区画整理事業により整備を進めている新市街

地の交通機能を高めることによって、定住人口の確保を図ることにより、都

市活力と魅力の向上効果が期待される。 

岡崎市額田地区においては、里山や河川の保全を図り、恵まれた・・・

（略）・・・次代に向けて挑戦（Try）する「三河を拓くトライネット圏域」

の形成を目指す。 

 

目標１ 定住人口の確保による都市活力と魅力の確保 

（圏域人口40万人から将来的に50万人都市圏の形成を目指す） 

（住み続けたいと思う住民の割合84％を87％に引き上げる） 

・・・（略）・・・  

５ 目標を達成するために行う事業 

  （略） 

（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

          （略） 

［整備量及び事業費］ 

・市町村道 11,528m、林道 9,849m 

・総事業費 

総事業費       4,241,000千円（うち交付金 2,097,199千円）

（内訳） 市町村道 4,076,000千円（うち交付金 2,038,000千円）

林道    165,000千円（うち交付金    59,199千円）

        （略） 

４ 地域差性計画の目標 

岡崎市及び幸田町で構成する本計画区域は、愛知県のほぼ中央に位置し、

水と緑豊かな自然環境や生活環境に恵まれた地域であり、・・・（略）・・・岡

崎市中心部や都市間の交通機能強化による生活利便性の向上と産業基盤の強

化を図る。 

 

 

 

 

 

また、岡崎市額田地区においては、里山や河川の保全を図り、恵まれた・・・

（略）・・・次代に向けて挑戦（Try）する「三河を拓くトライネット圏域」

の形成を目指す。 

 

目標１ 定住人口の確保による都市活力と魅力の確保 

（圏域人口40万人から将来的に50万人都市圏の形成を目指す） 

 

・・・（略）・・・ 

５ 目標を達成するために行う事業 

  （略） 

（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

          （略） 

［整備量及び事業費］ 

・市町村道 9,871m、林道 10,348m 

・総事業費 

総事業費       3,495,300千円（うち交付金 1,724,850千円） 

（内訳） 市町村道 3,335,000千円（うち交付金 1,667,500千円） 

林道    160,300千円（うち交付金    57,350千円） 

        （略） 

 


